
いち大学教員の危機感

今後 年の
基礎研究力

奈良先端大・遠藤 求



はじめに

• 専門は植物の基礎生物学（体内時計）であり
一次情報を持っているわけではない

• 結局は経済力・社会環境の問題の気も
するが、大学としての子育て支援は
何かできるかもしれない



研究力が下がっている

質の高い（Top10％）論文数のランキング



大学への入学者数は下がっていない
おもに進学率の増加による

学校基本統計



修士課程への進学率は減少傾向
だが、まだそれほどはひどくない

学校基本統計
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ただし、地方大は厳しいと予想される

ー東京大学 ー奈良先端大



博士課程への進学率は顕著に下がっている
実験科学は人手が命

学校基本統計



人数が少ないことの問題点

• 研究力が下がる
• 母語で教科書が読めなくなる
• 学問分野の多様性がなくなる
• アカデミアへの魅力がなくなる
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22年後は今の2/3ほどの学生数となる
実験科学は人手が命

-35%



完結出生子ども数の減少の程度はまだ緩やか

国立社会保障・人口問題研究所第16回出生動向基本調査



大学院への進学率が下がっている
実験科学は人手が命



若手の研究力強化もいいが、
少子化はその努力を打ち消しうる

研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ
人文科学・社会科学系における大学院教育改革の方向性 中間とりまとめ



大学が研究者に向けてできること

• 博士号までいくと27歳、そこから社会にでて最初
の数年は出産・子育てどころではないはず。

• 学生結婚の推奨、大学の保育園併設。
子育てが落ち着いてから社会進出の方がいろいろ
と落ち着ける。

• アメリカ等で見られるような夫婦採用の一般化
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